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栽培するトマトは「れおん」とい
う大玉の新品種。甘味と酸味のバ
ランスが良く、ハウス栽培に適し
ている。

全長50メートルのビニールハウ
ス内には、約3,000本の苗木が土
耕栽培で栽培されている。

中津川地区出身。
関東で生活していた頃に出
会った妻と４人の子どもが
いる。
消防団活動や地域行事に積
極的に参加し、今年の金吾
様踊りでも弓之尾鷹刺し踊
り連に参加した。

宮脇  純久 さん（50）
みやわき すみひさ

　

冬
が
深
ま
る
中
、
町
内
約
20
戸
の
ト
マ

ト
農
家
は
収
穫
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
ま
す
。

今
回
は
、
中
津
川
地
区
で
就
農
し
て
い
る

宮
脇
純
久
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

「
高
校
卒
業
後
は
、
上
京
し
関
東
地
区

で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
な
ど
を
経
験
し
ま

し
た
。
28
歳
の
頃
、
両
親
が
取
り
組
ん
で

い
た
ト
マ
ト
栽
培
を
継
承
し
よ
う
と
思
い
、

Ｕ
タ
ー
ン
し
て
就
農
し
、
今
年
で
23
年
目

に
な
り
ま
す
」
現
在
、
宮
脇
さ
ん
は
認
定

農
業
者
に
認
定
さ
れ
、
32
ａ
の
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
で
年
間
を
通
じ
た
ト
マ
ト
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

「
ト
マ
ト
栽
培
は
８
月
か
ら
種
を
ま
き
、

苗
の
植
え
付
け
を
し
、
12
月
か
ら
翌
年
の

６
月
頃
ま
で
収
穫
を
行
い
、
７
月
か
ら
は

次
年
作
の
準
備
な
ど
を
行
う
た
め
、
長
期

の
休
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
と
過
ご
す
時
間
や
地
域
行
事
以
外
は
、

家
に
い
て
も
ト
マ
ト
の
事
が
気
に
な
る
の

で
、
ほ
ぼ
毎
日
ハ
ウ
ス
の
中
に
い
ま
す

ね
」
宮
脇
さ
ん
は
栽
培
方
法
の
研
究
や
減

農
薬
に
も
関
心
が
高
く
、
様
々
な
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

「
近
年
は
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
に
よ
る
黄
化
葉

巻
病
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

を
捕
食
す
る
天
敵
で
あ
る
タ
バ
コ
カ
ス
ミ

カ
メ
の
温
存
植
物
の
ク
レ
オ
メ
を
薩
摩
中

央
高
校
生
に
栽
培
し
て
も
ら
い
、
ハ
ウ
ス

内
で
の
害
虫
防
除
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」
宮
脇
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
北
さ
つ

ま
農
協
ト
マ
ト
部
会
で
は
、
こ
の
栽
培
方

法
を
積
極
的
に
導
入
し
て
お
り
、
減
農
薬

や
生
産
コ
ス
ト
低
減
に
も
つ
な
が
る
取
組

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
さ
つ
ま
町
の
ト
マ
ト
は
、
県
内
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生
産
量
で
、
Ｊ
Ａ
へ
出

荷
し
、
県
内
の
ス
ー
パ
ー
や
福
岡
、
大
阪
、

京
都
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
栽

培
技
術
の
向
上
と
安
定
的
な
栽
培
に
努
め
、

さ
つ
ま
町
産
ト
マ
ト
の
美
味
し
さ
を
も
っ

と
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」　

トマト農家
宮
脇  

純
久
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